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新型コロナウイルス感染症蔓延防止および安全確保の観点から、講習会の実施方針および対応措置を以下の通

りとします。 

なお、この内容は今後の感染症の状況や政府方針等により更新される場合がありますので予めご了承ください。 

 

1．実施方針について 

⚫ B 級コーチ養成講習会は、コーチング実践が必要であり、対面で開催することを優先的に考える。 

⚫ 対面で開催準備している場合は、開催間際（約 1 ヶ月）に講習形式をオンラインに変更することはできない

（講師の準備、受講者の通信環境準備など）。そのため、対面での開催が難しい状況になった場合は、止むを

得ず中止とする。 

⚫ 対面での実施を目指しても会場を確保できない場合は、会場確保のリミット（約 2 ヶ月前）を定め、オンライン

形式による開催を検討する。 

 

【開催可否判断の手順】 

① 7 月までの全ての講習会・研修会は中止または延期とし、延期後の日程は 2021 年 1 月以降とする。 

➡ 7 月開催予定であった第 1 回 B 級講習会は、1 月 4 日～8 日に延期する。 

② 8 月以降の講習会・研修会は実施する前提で準備を進める。 

③ 今後の講習会の実施については、第 1 次から第 3 次の段階に分けて実施方針を決定する（下記の「実施判

断スケジュール表」を参照）。 

なお、中止が決定した場合、2020 年度中の再延期は困難なため、延期は行わない。 

(ア) 第 1 次判断は、講習会の 2 ヶ月∼3 ヶ月前に行う。 

(イ) 第 2 次判断は、それぞれの講習会の開催 1 ヶ月前に行う。 

(ウ) 第 3 次判断は、それぞれの講習会の開催 2 週間前に行う。 

(エ) 第3次判断で、「実施」という判断がなされても感染症を取り巻く状況が変化した場合には、「中止」と判

断する。 
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2．講習会の実施を判断する際の条件 

⚫ 事業開催地域の新型コロナウイルス感染症に対する方針に対応することができること 

⚫ 感染予防対策の確⽴（施設の対応状況、消毒、体温計の設置など） 

⚫ 講習会場の確保 

⚫ 講師の確保 

⚫ モデルプレーヤーの確保 

⚫ その他、JBA 全体の事業実施状況なども踏まえて総合的に判断する 

 

3．講習会が中止となった場合等の特別措置について 

1）特別措置の対象者 

特別措置の対象は、2019 年度第 5 回 JBA 公認 B 級コーチ養成講習会受講内定者、2020 年度 JBA 公認

B 級コーチ養成講習会受講内定者および 2017 年度・2018 年度の JBA 公認 B 級コーチ養成講習会受講内定

者で 2020 年度の講習会参加予定者（以下、受講内定者）であり、かつ、以下のいずれかに該当する者とする。ま

た、以下の項目に該当しない場合であっても、特別措置が必要であると判断した場合、対象者とする。 

① 中止判断となった講習会に参加予定であった者 

② 日程が延期されたことにより、新日程には参加ができなくなった者 

③ 受講前、もしくは受講中に新型コロナウィルス感染の恐れ（37.5 度以上の体温など）があり、受講ができなく

なった者 

④ 新型コロナウィルスの影響を考慮し、参加自粛を申し出た者 

⑤ 新型コロナウィルスの影響により、受講内定者の本職の勤務に影響があり、参加不可能となった者 

※ 新型コロナウィルス等以外の理由（個人的事由）による不参加については、上記の特別措置の対象外となる。 

 

2）特別措置の内容 

  上記対象者に限り、以下の特別措置を受けられるものとする。 

⚫ JBA 公認 B 級コーチ養成講習会の受講有効期限を 2021 年度まで延長する。 

⚫ B 級コーチが必要となる大会において、コーチライセンス適用基準を 1 年間（1 シーズン）に限り免除（緩

和）（※）する。 

※ ライセンス適用基準の緩和について 

ライセンスの適用基準の緩和とは、ベンチ登録に必要なライセンスを所持していない場合であっても、一

定期間、特別に登録を認めることである。「暫定ライセンスの付与」とは異なる。 

⚫ 2019 年度第 5 回 B 級講習会受講予定者については、JBA 公認 A 級コーチ養成講習会の受講条件に

おける「JBA 公認 B 級コーチ取得者であること」について、2020 年度については免除する。 

⚫ 2021 年度の A 級コーチ養成講習会の受講にあたり、同一年度に B 級、A 級を連続受講することを認める。

（ただし受講を希望しても推薦を受けられなかった場合や受講内定を受けられなかった場合、および A 級の

新規募集を実施しない場合はこの限りではない。） 

⚫ 2021 年度のジュニアエキスパート養成講習会の受講にあたり、同一年度に B 級、ジュニアエキスパートを連
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続受講することを認める。（ただし受講を希望しても受講内定を受けられなかった場合およびジュニアエキスパ

ートの新規募集を実施しない場合はこの限りではない。） 

⚫ コーチデベロッパー講習会の受講条件における「JBA 公認 B 級コーチ取得者であること」について、2020 年度

については免除する。 

⚫ 2021 年度のコーチデベロッパー講習会の受講にあたり、同一年度に B 級、コーチデベロッパーを連続受講す

ることを認める。（ただし受講を希望しても推薦を受けられなかった場合や受講内定を受けられなかった場合、

およびコーチデベロッパーの新規募集を実施しない場合はこの限りではない。） 

※ JBA 公認ジュニアエキスパート養成講習会については、2020 年度は実施しない。 

 

4．講習会を実施する際の感染症対策 

⚫ 講習会の<実施前><実施中><実施後>においてそれぞれ感染症対策を講ずる。主な対策は以下のとお

り。 

<実施前> 

- 参加予定者の体調管理（体温など）を 2 週間前から実施 

- 参加予定者の行動管理を２週間前から実施 

<実施中> 

- 参加者の体調管理（体温など）、行動管理を実施 

- 可能な限りの身体的距離の確保、「3 密」を極力避けるための講習環境・形態づくり 

- マスク着用、うがい、手洗いの励行、消毒徹底 

<実施後> 

- 参加者の体調のフォローアップを実施 

 

⚫ 具体的な感染対策内容は、「JBA主催講習会に関する新型コロナウイルス感染症対策について」に基づき実

施し、受講生に周知する。 

＜参考＞ 

 新型コロナウイルス感染症対策情報集約ページ 

http://www.japanbasketball.jp/covid-19_info 

 

⚫ 受講者は感染症対策を遵守することとし、遵守できない場合には参加を認めない。 

以上 

http://www.japanbasketball.jp/covid-19_info

